
72mg／kg体重／日投与群では2例が死亡し、他に流産や全胚吸収を示す例も認められた。  

胎児では72mg／kg体重／日投与群で母体毒性に起因した着床数や胎児数の減少、体重低   

下及び骨格異常を示す胎児数の増加が認められた。  

本試験の無毒性量は母動物で8mg化g体重／日、胎児で24mg／kg体重／日であると考え   

られた。催奇形性は認められなかった。（参照2、3）   

15．遺伝毒性試験  

イミダクロブリド及び代謝物を用いた各種遺伝毒性試験が実施された。結果は表5及   

び6に示されている。  

原体を用いた試験では、ヒトリンパ球を用いた染色体異常試験において、S9mix非存   

在下では500pg／mL以上の細胞毒性量で染色体異常誘発性が認められ、S9mix存在下で   

は2600ドg／m上ノ以上で弱い染色体異常誘発性を否定できなかった。またチャイニーズハ   

ムスター・卵巣由来細胞を用いた姉妹染色分体交換試験において、染色体異常誘発作用が   

認められた。しかし、立＝承何での染色体異常試験、姉妹染色分体交換試験及び／ト核試験   

の結呆は全て陰性であったことから、生体において問題となる遺伝毒性はないものと考   

えられた。  

代謝物を用いた試験結果は全て陰性であった。（参照2、3）  

表5 遺伝毒性試験結果概要（原体）  

試験  対象   処理濃度■投与量   結果   
原体  313～5000相場sc（叶S9）0  陰性  

（血浸出尋   625～10000ド〆mL（叶S9）   

試験   
陰性  

復帰突然変異  1免血β刀a払押丘血止血皿   313－5000トIg心1ate（＋／－S9）   

試験   （m98，mlO町仏1535，n1537）  
助成血血由coガWP2乙JγrA  

陰性  

励血α乃e肋如止血首班エロ   ①20～12500帽座1ate   

（m98，mlO町仏15a5，m153力   ②775～1240叫g／pkb   陰性  
（ともに〟・S9）  

前進突然変異  チャイニーズ／、ムスター卵巣   60．（ト125llg／m工」（－S9）   

試験   由来細胞（CHO・Kl・BH4）   10C卜1220帽血L（＋S9）  陰性  

不定期DNA  5．0－750ト【g／mL   

合成試験   
陰性  

染色体異常  ヒトリンパ球   別卜500Dllg／ml」（〟・S9）   

試験  
陽性  

姉妹染色分体          チャイニーズハムスター卵巣   16．7～1000ドg／皿L（・S9）   

交換試験   由来細胞（CHO・WBl）   167－5000pg血L（十S9）  ∴陽性  

チャイニーズハムスター卵巣   25～4DO購ね止（・S9）   
由来細胞（CHO・CCL61）   157－1250朋舟山（＋S9）   陰性2）  

原体  染色体異常  チャイニーズハムスター骨髄   雌雄：2000mg／kg体重   

（血血房  試験   細胞   （単回経口投与）  
陰性  

マウス精祖細胞   雄：80mg座g体重  

（単回経口投与）   
陰性  

姉妹顔色分体  チャイニーズハムスター骨髄   雌雄：500，1000，2000mg佗g   

交換試験   細胞   体重  陰性  
（単回経口投与）   
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NMRTマウス骨髄細胞  雌雄：80皿g瓜g体重  

（単回経口投与）  

1）＋／・S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

2）20町咽厄止でSCB・（姉妹染色分体交換）の有意な増加が認められたが、陰性対照や溶媒対照でみられるSCE   
数の範囲内であり、用量相関性が無いことから、SCE陰性と判断された。  

表6 遺伝毒性試験結果概要（代謝物）  

試験   対象   処理濃度・笹与量   結果   
MO4  125－2000トIg他sc（叶S少1）   陰性  

有m戒心   31a～500Opg／plate（叶S9）   

試験   （m98，mlOD，TA1535，m1537）  陰性  
励der元丘ねcaガWP2上JITA  

前進突然変異  チャイニーズハムスター卵巣   62．5～即00ll釘血L（・S9）   

試験   由来細胞（CHO一Ⅹ1－BH4）   5b肘2000pg血LトS釦  陰性  

前進突然変異  チャイニーズハムスター肺細胞   500－2000購血瓜（＋ノーS9）   

試験   由来V79培養細胞  
陰性  

染色体異常  チャイニーズハムスター肺細胞   100－1000llが血Lレ／・S9）   

試験   由来V79培養細胞  
陰性  

不定期DNA  0．04～1330純血止   

合成試験   
陰性   

MO4  ／ト核試験   BDFlマウス骨髄細胞   雄：40，80，160血g肱g体重   

（血血房  （non－GLP）  （単回経口投与）  
陰性  

雄：20，40，80mg瓜g体重  
（腹腔内投与）   

陰性  

小核試験   NMRIマウス骨髄細胞   雌雄：100mg仕g体重  
（単回経口投与）   

陰性  

雌雄：60ng肱g体憂  
（腹腔内投与）   

陰性   

MOl  復帰突然変異  ▲ ● ′∫′ ‘ ′   ′′ ′l    ′′   156－2500ぃがplate（・S9）   

（血l′克7∂  試験   （m98，mlOO，m1535，m1537〉  陰性  
励（止e才女丘ね8α〝WP2日γrA   

MO3  復帰突然変異  馳血e肋如血血   313－5000pg匂Iate（十／一S9）   

く劇痛£r∂  試験 恥98，でAlOO，恥1535，m1537）  陰性  
励d占以壷血ねc泌Wア2ぴm・A   

MO5  復帰突然変異  一 J′′′‘ ．   ′′ ′′l旦■  ∫′   31針5000I⊥g／plate（十／－S9）   

（血融  試験   恥98，mlOO，m1535，m1537）  陰性  
助仁占e∫元上白c（必Wア2uITA   

MO6  復帰突然変異  ′ ′′′  一  一   ′ ▲ ′′  ■  ′′   31針・50DOドg句1ate（－S9）   

（血豆血匂  試験   恥98，mlOO，′m1585，m15き刀  陰性  
屈氾施d止血α㌦WP2打IrA   

M18  復帰突然変異  ▲． ∫′′′ ‾ ′   ■′ ′′     ′′   313－500Oぃがplate（叶S9）   

（血γ効適  試験 （m98，恥100，m1535，m1537）  陰性  
風紀占e∫放ねcβ∬Wp2びIケA   
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Ⅲ．総合評価   

参照に挙げた資料を用いて、農薬「イミダクロブリド」の食品健康影響評価を実施した。  

ラットを用いた動物体内運命試験において、イミダクロブリドは主として尿中に排泄さ   

れ、残りは胆汁を経由して糞平に排泄されると考えられた。主要代謝物はMO2、MO3、   

MlO、M21及びM22であった。主要代謝経路として2種類の経路が考えられた。   

植物体内達命試験において、植物体中の主要化合物は親化合物及びMOlであった。主要   

代謝経路は、ニトロ基の還元又は脱離、イミダゾリジン環の水酸化及びその後の脱永反応、   

及びクロロビコリ／レアルコールへの代謝及び抱合体の生成と考えられた。   

イミダクロブリド、代謝物MOl、MO4及びMO6を分析対象化合物とした作物残留試験   

において、稲わら及びたばこを除いた作物におけるイミダクロブリドの最高値は、最終散   

布7日後に収穫したきく（菓）の4＿7皿g／kgであった。  

各種毒性試験結果から、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体において問   

題となる遺伝毒性は認められなかった。   

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をイミグクロブリド（親化合物のみ）   

と設定した。   

評価に用いた評価書等に記載されている各試験の無毒性量等は表7に示されている。   

食品安全委員会は、各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた2年間慢性毒性／発がん   

性併合試験の5．7mg／kg体重／目であったことから、これを根拠として、安全係数100で除   

した0．057mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．057mg／kg体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌  

5，7mg此g体重／日  

100   

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（期間）  

（投与方法）  

（無毒性量）  

（安全係数）  

暴露量については、当評価結呆を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認すること  

とする。  
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表7 各試験における無毒性量の比較  

動物種  試験   投与量  無毒性急（mg／kg体重／日）l）  

（mg瓜g体重／日）  農薬抄録   JMPR   米国 

ラット  90日間  雄：14．0  14  

亜急性  
毒性試験   体重増加抑制等  

雌：0，20．3，83．3，422  体重増加抑制等  

90日間  9．3  9．3  

亜急性  
神経毒性   維：10．5  体重増加抑制及び摂   体重増加抑制及び摂  
試験   雌：0，10．5，69．3，2柑  餌急減少   餌量減少  

体重増加抑制及び摂  
餌重液少  
（神経毒性は認められ  

ない）  

28日間  

反復吸入  
毒性試験   体重増加抑制及び肝  

薬物代謝酵素誘導等  
2年間  0，100，800，900，1800  雄：5．7   5．7   雄：5．7  

慢性毒性／  雌：7．6  
発がん性   甲状腺コロイド内鉱  
併合試験  甲状腺コロイド内鉱  

質沈着の増加等   質沈着の増加等  
2世代  0，100，250，700ppm   親動物及び児動物  親動物：6．6   親動物及び児動物  
繁殖試験   P雄：20．1  繁殖：17  16．5  

P雌：22．1  

Fl雄：20．6  0－デメチラーゼ活性   体重増加抑制等  

Fl雄：0，8．00，20，6，59．1  の増加等   （繁殖能に対する影響  

Fl雌：0，9．00，23，6，63．3   は認められない）  

体重増加抑制等  
（繁殖能に対する影響  

は認められない）  

発生毒性  0，10，30，100   母動物：10   母動物：10   母動物：10  

試験  胎 児：30   胎 児：30   胎 児：30  

母動物：体重増加抑制  

尊   等  等  
胎児：化骨不全の発生   胎児：波状肋骨の発生   胎児：波状肋骨の発生  

頻度増加   頻度増加   頻度増加  
（催奇形性は認められ  （催奇形性は認められ  （催奇形性は認められ  

ない）   ない）   ない）   

マウス  2年間  0，100，330，1000，2000  雄：65．6   66   雄：208  

発がん性  雌：104  雌：274  

試験   雄：0，20．2，65．6，208，416  体重増加抑制等  

体重増加抑制等  体重増加抑制等  

ウサギ  21日間  雌雄：1000   1000   1000  

反復経皮  
毒性試験   毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし  

発生毒性  0，8，24，72   母動物：8   母動物：8   母動物及び胎児  
試験  胎 児：24   胎 児：24   24  

母動物：体重増加抑制     母動物：体重増加抑制  母動物：体重増加抑制  

専  等  等  
胎児：体重低下等   胎児：体重低下専   胎児：体重低下等  

（催奇形性は菅認められ  （催奇形性は認められ  （催奇形性は認められ  

ない）   ない）   ない）  



投与量  
動物種  試験  

無毒性量（mg／kg体重／日）】）  

（mg／五g体重／日）  農薬抄録   JMPR   米国   

イヌ  90日間  0，200，600，1800／1200   雄：22．0   7．5  

亜急性  
毒性試験   体重増加抑制及び摂  

雌：0，7．9，24．7，45．9   餌畳減少  

餌量減少  

1年間  0，200，500，1250／2500   雄：15．3   15   72  

慢性毒性  
試験   雄：0，5．7，15．3，62．5  一過性の摂餌量減少、  

雌：0，6．4，14■8，62．5   チトクロームP－450増  

加等  加等   

NOAEL：5．7   NOAEL：5．7   NOAEL：5．7  

A♪Ⅰ（cR董D）  Sアニ10D   SF：100   W：100  

ADI：0．057   ADI：0．06   cR仁）：0■057   

ADI設定根拠資料  
ラット 2年間慢性毒  ラット 2年間慢性毒  ラット2年間慢性毒  

性／発がん性併合試験  性／発がん性併合試験  性／発がん性併合試験   

／：試験記載なし  

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 UF：不確実係数 ADI：一日摂取許容量 cRⅡ）：慢性参照用量  
l）無毒性畳欄には、最′ト毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

略称   化学名   

MOl  1一（6－クロロー3ゼリジルメチル）イミダゾリジンー2一イリデンアミン  

3－（6一クロロ甘ビリジルメチ／レ）－2一ニトロイミノー4イミダゾリジノール又は  
3－（6－クロロ甘ビリジ／レメチル）－2－ニトロイミノー5イミダゾリジノール   

MO3  1－（6－タロロ甘ビリジルメチル）－N一ニトロ（イミダゾリンー2－イリデン）アミン   

MO4  1一（6－クロロ骨ビリジルメチ′り－N－ニトロソ（イミグゾリジンー2－イリデン）アミン   

MO5  1－（6－クロロー3－ビリジルメチノり－2－イミダゾリジノン   

MO6  6一グロロニコチン酸   

MO7   
3－（6－クロロー針ビリジルメチノり・2，4イミダゾリジンジオン 又は  
3－（6－クロロー3－ビリジルメチル）・2舟イミダゾリジンジオン   

MO8  6－ヒドロキシニコチン酸   

MO9  Nプセチルせく5一カルポキシー2－ビリジ／りシステイン   

MlO  N－（6－クロロニコチノイル）グリシン   

Mll  6・（メチルチオ）ニコチン酸  

M12  N・［（6－メチルチオ〉ニコチノイル］グリシン   

M13  1－（6－タロロせビリジルメチノり・2－ニトログアニジン   

M14  6一クロロー3－ビリジルメチルグリコシド   

M15  3・（6－クロロせビリジルメチル）サニトロイミノイミグゾリジンー4，5・ジオール   

M16  4－（6－クロロゼリジンー3－イルメチル）ヰ5・ジヒドロー2Hll，2，4】トリアジン甘オン   

M17   
8・（6－クロロービリジンー3－イルメチル）－3－メチルー7舟ジヒドロー6Ⅰ‡一イミダゾ  
［2，1－d［1，2，4】トリアジン寸オン   

M18  （6－クロロ・ビリジンー3イル）－メタノール   

M19  N－（6・クロロビリジン・3イルメチル）グアニジン   

M20  （化学名不明、名称：クロロビコリルゲンジオビオシド体）   

M21  N一ニトロイミダゾリジン・2イリデンアミン   

M22  （1，3・ジヒドロ・イミグゾールー2イリデン）一ニトロアミン   

M23  1－（6－クロロー3－ビリジルメチノりイミダゾリジン2イリデンアミン・4，5－ジオール   

M24   
1－（6－クロロービリジンー3・イルメチル）－1，3－ジヒドロイミグゾールー2イリデンアミ  

M25  N－（6・クロロゼリジンニ3イルメチル）・ホルムアミド   

M26  6・クロロビコリルアミン   

M27  （化学名不明、名称：ホトニ量体）   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ai   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALP   アルカリフォスファターゼ   

A工乃’   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT）〉   

FOli   FunctionalObservationalBattery（機能観察検査）   

GLDH   グルタミン酸デヒドロゲナーゼ   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

？HI   最終使用から収穫までの日数   

Tl／2   半減期   

m   総処理放射能   

T．Bil   総ビリルビン   

℃Cbol   総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

Tm肌   最高濃度到達時間   

TP   総蛋白質   

TPT   トロンポプラスチン時間   

TRR   総残留放射能   

WBC   白血球数   
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l    ′ J功≡ 、ヰ‾・＞   
試  残留侶（m〆kg）  

作物名  験   
回 数  

代納MOl℃抽MO4          合計  
実施年    園 場  

数   
平均値       最高値  平均値  最高位平均値最純    平均値  最高値   平均値   

1．6ngaJ箱   111  ＜0．005  ＜0．005  く0．01‘  ＜0，008  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．018  

稲  （A区）  ロ  く0．O18  

（玄米）  2  

1989年  A区＋400（1  2  88  ＜0．005  く0．005  ＜0．01  ＜0．008  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．018  

四  0，02  0．03  0．b3  0．02  く0．Ol  く0．01   0＿06★  

稲  1．GGg8V箱  ロ                ／  0．04★  

2  GG   0．075  
1989年  A区＋400（；  2   ． 001   0．04★  

稲   21  0．058  0．028  ＜0．01  ＜0．008  0．005  0．OD5  0．06   0、06    0．101サ  
（玄米）  1．6Gga汀箱  28  0．020  0．018  0．01  D．008★  0．DO5  0．005  ＜0，05   ＜0．05    0＿081☆  
1990年  2  ＋  3  

稲   100Dく2回）  2l  0．40  0，31  0．30  0．268  0．03  D▲018  1．10   0．965    1．56  
（稲わら）  28  0．26  0．22  0．36  0．232  0．02  0．015傭  1．17   0．了0    1．17★   
1990年  

稲  
（玄米l  

8（〉  くq，OQ5  ＜0．QO5  く0．01  く0．Q（18  く0．0（I5  く0．005  く8．05   ＜0．05    く0．068  
1．伊ga〟箱  

1990年  2  ＋  3  

稲  30DO（2回）  
（稲わら）  

80  0．04  0．04  0．11  0▼】06  く0．01  ＜0．01  

19≦）0年   

稲  
28・30  

（玄米）  1，68gai備  45   

1990年   ＋  

2    60・イ6＼Ⅵ’  
3  

稲  
（2回）  

28－30  
（稲わら）  45   
1990年   

碗  
（玄米〉  

30  

1．6Ggaび椅  44－45   

1994年  2  ＋  
3  

稲  75WP（2回）  30  
（稲わら）  44－45   
1994年   

稲  1－6Ggai／箱  

＋  
28  

（玄米）  2  3   42   
1995年  751Ⅳ（2回）  

水稲  
1岬gaJ箱  

（玄米・露地）  
（渾注1回）  

＋  

1998年   75WP（2回）   

湛水直椿永稲  
く玄米・癒地）  

1995年   ／3kg穐子  

湛水直播水稲  ＋  
28  

75ⅣP（2回）   

1998年   

稲  2  ①lg、ⅧGa〟箱 1回苗頼液注＝  ロ  120  ＜D．01  ＜0．01   
く玄米）  

27  
1999年  Cけ75岬（2回）  8   42・43  ． 0．02  ， 0．012★   

稲  ①1g、和Gai／箱  120  ＜0．02  ＜0．02  

（稲わら）  
1回首席漕注り   

1999年   
27  

①十75、YP佗回）  3   42－43  ． 0．04  ， 0．D28★  

とうもろこし  
20SCg8i  
／3kg種子  14  

（乾塊種子・露地）  ＋  3   21   
1994年   200SC（2回）  
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＋  2l   

150WDG（2回）   

やまのいも  
4DOG定植時  

14  

（塊茎・露地）  頼藩士壌渡和 ＋  

1996年   
150WP（2回）   

28   

140  

こんにやくいも  600（：播種時  

（球茎・露地） 1994  2   楢構土壌混和 ＋  
年  

30   

600G（1回）   

ー26－   



てんさい  1001押移植時  

（根部・露地）  苗稲穂注  

1994年   
十  28   

200uγ（2回）   

てんさい  90  

（鹿部・露地） 1997  2   （コート種子） －＋  

年  
28   

2001l’〆（2回）   

てんさい  

（根部■露地）  Ⅰ．67／冊（准注）  ＋  
2000年   200Ⅳm（2回）   21   

だいこん  ロ   d2  0．015  0．012  ＜0．01  ＜0．008  く0，005  く0＿DO5  ＜0＿05  く0．05  0．075★   

（根部・産地）  ロ  ロ                            52  0．006  0．OD6★  く0．Ol  く0．008  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．05  ＜0．05  0．OG9★   
57  0．809  0．008  く0．01  ＜0．008  く0．005  ＜0．005  ＜0．0ら  く0．05  0＿071★  

1990年   600（l播種時播  67  0．01】  0．OD8  く0．01  く0．008  く0．005  ＜0＿005  ＜0＿05  ＜0．05  D．071★   

洗処理  42  0．014  0．012  0．019  0．013★  ＜0．005  ＜0．005  0．14  0．12  0．15★   

（薬部・露地）  ロ  ロ                            52  く0．005  くD．005  0．018  0．011★  ＜0．005  く0．005  ＜0．05  く0．05  0．071★   

1990年  1  
57  0．006  0，006★  0．D16  D．012★  ＜0．005  ＜0＿005  0＿06  0．06  0．083★  

67  0．023  0．D2l  0．05  0．038  ＜0．005  ＜0．005  0．16  0．14  0，204★   
だいこん  

14  
（根部・露地） 1997  2  600G手酷穂時播   

年  凍土壌混和  
＋  

100＄C也回）   

はくさい  
7  

（茎葉・露地） 1998  2  100－200SC  2   14  D．11 0，02  0．059 0．015★  
年  

0．01Ggai／株  

はくさい  定鱒時  
（茎葉・露地）  7  

3   14  ， 0．03  ． 0．025  

2  

2   

畑わさび  
7  

（露地）  75SC   14  
（集柄＋根茎）  2    21  

7  

（布地）  75SC   14  
（秦＋葉柄＋根茎）  2    21  

1995年   28   

畑わさび  
（屠地）  

7  

（菓＋葉柄＋根茎）  
75SC   2   14  

●1996年   
21   

・27－   
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セルリー  
7  

（茎葉・施設）  2   14  

2003年   21   

コリアンダー  
3  

（茎葉・施設）  

2003年   14●   

みしまさいこ  

（根・露地）  

2004年   

はまぼうふう  
7  

（茎葉・露地）  2   14  

2002・2004年   21   

n   

トマト  ロ   

3  

（果実■施設） 1993年    1 3 3 3   

1  

3  

7  

トマト  
2  

（果実・施設）  1005C  2  

1993年   2  

3  

3  

3   

仇02Gg傭  

トマト  定植時  
0．13  

1999年   
（果英・施設）   2    絃穴処理 ＋－  

1jZ5～12伊YD¢  
7  

（2回）   

0．020g／株  

トマト  定植時  1  

（果実・施設〉  

2003年   ＋  7   

き00SC（2回）   

¢カ20g／株  

ミニトマト  定植時  1  

（施設）  2    措穴処理  

2DO3年  
＋  8   3 7  

200～300SC  14   

（2回）  

仇028少抹  

ピーマン  定植時   
（果実・施設）  揖穴処理  61－G2   

（A区）   
1992年   

A区十100SC  3  ロ 3  1．21 1－01  0．76 0．74   
0．02Gg／株  

なす   定植時  ロ  47－57  く0．005  ＜0．005  く0．01  く0．008  く0．005  ＜0．005  
2  65・75  く0．005  ＜0．005  く0．01  ＜0．008  く0．005  く0．005  

1990年  （A区）  

A区＋100SC  3  ロ  0．123  0．09l  く0．01  ＜0，008  ＜0．005  く0．005  0．18  0．13  0＿234★  
3  0．087  0．066  0．01  0．008★  く0．Ol）5  く0．t）05  0．15  012  0199士   

0．02G〆株  

なす  定植時  0．13  

（果実・施設）  

1995年   ＋  7  

1001VII也回）   

0＿028が昧  

ししとう  定植時  
1．6  

（果実・施設）  

2003年   植穴処理 ＋  
120～300WDG  71  

（2回）   



0．02G♂株  

伏見甘長  定植時  

とうがらし  1．5  

（果実・施設）  
2    植穴処理 十  

2003年  285→30011■DG  7  

（2回）   

きゅうり  0．02Gg／抹  
（果実・施設）  2■   定植時   38－41  0．010  0．007★  ＜0．01  く0．OD8  ＜0．005  く0．005  く0．05  ＜0．05  0．07★   

1990年  括穴処理  
ロ                            48－51  0．008  0．006★  ＜0＿01  く0，OD8  ＜0．005  ＜0．005  ＜0＿05  ＜0．05  0．D69貴   

0．02Gg／株  

きゅうり  定植時  
1  

（果実・施設） 1992年  2    植穴処理 十  

1001叩（3回）   

0．02Gg／扶  

きゆうり  定植時 栖穴処理  4  

19王）5年   1   

（果実・施設）  2 2       4  ロ 3  0．04 0．03  0．04 0025                    十  
1001VP  

4  7  0．02  0，02   

（3回・煙霧）  

ロ  

きゆうり  1   

十  4  （果実・施設〉  ロ  植穴処理  6  7  0．07  0．06  1999年  ロ ロ  
ロ  

0．02Gg／抹  

きゆうり  定植時  
1  

2003年   
（果実・施設）   2    植穴処理 十  

150～300SC  
7   

（3回）   

0．02Gg／株  

定植甲  
0．0∠l  

かぼちや （果実・施設） 2000年  2    植穴処理 ＋ 9 
∠】．5－100WD（l  

7  

（2回）   

0．1DCg／株  

すいか   l   定植時  5  3  ＜0．01  く0．01  
（果実・施設）  ロ  植穴処理  5  7  ＜0．Ol  ＜0・Ol   

4  

1993年   
1001l－P  

十   
4   

一30－   



しそ  7  

（菜・施設）  100SC   10  

1994年   
14  

しそ  

61  

1  

85  

未成熟ささげ 2008年   

99   

未成熟そらまめ  
（可食部・厚地）  10ぴ㌍   7  

1997－1998年   
3   14  ． 0．15  ． 0．098   

じゆんさい  

（菓・露地）  301）G   0，17  

20〔〉2・2004年   
ロ  1 3 7  

14   

・31－  
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2  3DOSC   14  1．0  0．7  

14  

21   

1  

2  100SC   2   3  

7   

＜0．04  

2  150→175＼l′DG  2   

7  

21  

2  150SC   3   28・30  

42－43   

3  

2  150SC   7  

14   

2  75SC   

14  

30  

45   
2  500－7DDSC  3  

i4  

30  

45   

14  ＜0．Dl  く0．Ol   

2  500SC   

14  0．25  0．20  

14  

21   

2  400SC   14  
3  

50ひSC   3   

2  14  

】．  

28   

食用プリムラ  

（花器全体・施設）  

2003年  

ふだんそう  

（茎葉・施設）   

2003年   

みょうが  
（花梧・施設〉  

2003－2004年   

くわい  

（塊茎・露地）  

2003－2004年  

食用さくら  
（茎英・施設）   

2004年  
さんしよう  
（菜・露地）  

2005年  

温Jl11みかん  

（果肉・露地）  

1992年・  

温州みかん  

（果皮・露地）  

1992年  

温州みかん  
（果肉・露地）  

1996年  

温州みかん  
（果皮・露地）  

1996年  

夏みかん  

（果肉・露地、無袋）   

1994年  

夏みかん  
（果皮・露地、無袋）   

1994年  

夏みかん  
（果実・露地、無袋）   

1994年   

夏みかん  
（果肉・露地）  

1996年   

夏みかん  
（果皮・露地）  

1996年   

夏みかん  
（果実・露地）  

1996年   

いよかん  

（果肉・産地）   

1996年   

いよかん  

（果皮・露地）  

1996年   

いよかん  

（果実・露地）  

1996年  

・32－   



かぼす  14・15  

（果実・露地）  

1996年   28   

りんご   2l  0．105  0．061  0．Dl  0．0【）8★  ＜0．005  ＜0．005  0．20  0＿165  0．239★   
2  600肌■P   2  

1990年  45  0．097  0．05  0．02  0－012乗  ＜0．0（I5  ＜0．005  0．24  0＿145  0．212★   

りんご  3  

（果実・露地）  

2002年．   14   

なし   
2  4001＼■P   

30  020l  0．116  D．03  0．022  く0．005  く0，005  0．37  0．27  0．413士   
2  

1990年  

なし  14  

（果実・露地、無袋）  

・1996年   28   

なし  
（果実・露地、無袋）  

28  

2   42  ． 0．06  ． 0，05   
1998年   

なし  3  

（果実・露地、無袋）  

2002年   14   

ぴわ  7  

（果実・施設、有袋）  2   14  

1993年   21   

7  

びわ  l  400SC （有袋）   
2   14  

（果実・施設）  
21   

1994年  400SC  
7  

ロ   （無袋）   
2   14  

21   

もも   
（果肉・露地、無袋）  

30  0197  0．144  ＜0．01  ＜0．008  ＜0．005  ＜0．005  0，2！）  0．26  0．417★  
45  0．128  0．099  く0．01  ＜0，008  ＜0．005  く0．DP5  0．28  0．255  0．367★   

1990年  乏  400WP  2  
もも  30  0594  0430  0．70  0．362  0．044  0．043   

（果皮・露地、無袋）  45  0．358  0．267  0．278  0．293  0．02ら  0．024  
1990年  

もも  14  

（果肉・露地、無袋）  21  

1996年   28   

もも  2  120－240SC  2  
（果皮・露地、無袋）  21  

1996年  28   

もも  3  

（果肉・露地）  7  

2002年  2  400SC   
14   

2  

もも  
（果皮・・露地）  

・2002年  
0．73  

3  

ネクタリン （果実・露地、無袋） 2008年  2  0．15WPgaiJ械 －7001Yp  2   14  

21  

あんず  1 2  

8  

7  

（果実・露地、無袋）  

1997年  2   

120－160SC  2    11・14  

18－21   

すもも  
21  

（果実・露地、無袋）  

1995年   

うめ  
21  

（果実・露地）  

1995年   
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いちご  l   105  

（果実・施設） 1992年   ロ ロ  

ロ   
150  

160   

デラウェア  
（果実・施設、無袋）   21  1＿35  l．21  0．O13  0．01ユ  0．006  0．006★  1▼7l  1．6J】  2，87★   

30  0．488  0．459  D．02  0．015  ＜0．005  ＜0．005  
ロ  3001l’P    2                      1990年  

巨峰  
（果実・施設、無袋）  く0．005   

1990年  30  0．128  0．118  ＜0．Ol  ＜0＿01  ＜0．005  ＜0．005  0＿20  0．2〔）  0．333★   

デラウェア  
（果実・施設、無袋）  21  

28   
1996年   

2  150SC  
巨峰  

（果実・施設、無袋）  21  

1996年  28   

デラウエア  

（異英・施設、無袋） 1997年  d  120～200SC    2  21 28  0．79 0．61  0．448 0．255  
デラウェア  2l  

（果実・施設、無袋）  30  
199（；－1997年  l  2001l■SP  

2  

45   

巨峰  常温煙霧 21  
（果実一施設、無袋）  

1996－1997年  

デラウエア  
（果実・施設、無袋）  21  

28   
1998年   

3DOlVDG  2  
巨峰  

（果実・施設、無袋）  21  

1998年  28   

かき  
7  

（果実・露地、無袋）  

・1993年   21   

マンゴー  14  
（果実・施設、無袋）  

1993年   30   

くり  
7  

（果実・露地）  

1996年   21   

アセロラ  7  

（果実・露地、施設）   2  200～2505C  2    14  
21   

ビタヤ  
（果実・露地）  

ー34一   
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・36・   




